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法人紹介 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI

御所市 ( 令和7年11月末 人口 22,719人 ⾼齢化率 約43％ )

許可病床 521床
精神科／内科
リハビリテーション科／整形外科／皮膚科

医療法⼈ 鴻池会 秋津鴻池病院奈良県



鴻池グループ地域包括ケア体制 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI
521床

162床

29床

521床
162床

29床

鴻池会 栄養科の特徴 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI

秋津鴻池病院
管理栄養⼠ ５名

鴻池荘
管理栄養⼠ ５名

秋津鴻池病院と鴻池荘（⽼健）は隣接している
厨房はそれぞれにあり、献⽴作成以外の給⾷業務は委託している

病院と⽼健の栄養科は、同⼀の所属⻑が統括（2012年〜）
⽇常的なスタッフの⾏き来はないが、連続性のある栄養管理を意識しやすい

病院、⽼健どちらの経験を積むことも可能（⼈材育成の強み）
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2024年度 診療報酬改定 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI
2024年度 診療報酬改定にて

栄養情報提供加算
栄養情報連携料 へ

名称及び要件が変更された

・文書に加え、電話等による退
院先管理栄養⼠との連携が必要

・算定できる病棟は限られてい
る（包括病棟では⼊院料に含ま
れる）
・標準的な栄養評価が必要
（GLIM基準の活用が望まし
い）



2024年度 介護報酬改定 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI
2024年度 介護報酬改定にて

・退所時栄養情報連携加算
が新設された
※栄養マネジメント強化加算
との併算定不可

・再入所時栄養連携加算は
対象者が拡大した
※介護施設の管理栄養⼠が、
医療機関での栄養に関する指
導やカンファレンスに出席す
る必要あり
（医療機関側に報酬は発⽣し
ない）第239回社会保障審議会介護給付費分科会資料より

70単位/回 200単位/回
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栄養情報連携〜当院の歩み〜 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI
＜栄養情報の発信＞

2006年9⽉〜

グループ施設
鴻池荘
国⾒苑
さうす国⾒

入院中の栄養
情報の書面発
信を開始

書式 A

他医療機関
他施設
に向けて書面
発信開始
※対象︓３病棟に
限定、普通食以外
の患者さん

書式 A

他医療機関
他施設
に向けて
食事写真付き
報告書
※対象︓３病棟に
限定、普通食以外
の患者さん

書式 A´

他医療機関
他施設
に向けて
「栄養サマ
リー」
※提供対象者は当
院基準による

書式 B

他医療機関
他施設
に向けて
「栄養情報連
携料」※算定可能な場合
書式 C

2024年6⽉〜

2012年4⽉〜 2016年12⽉〜 2019年ごろ〜

栄養情報連携の書式A（独自書式） 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI

秋津鴻池病院 グループ施設
・グループ施設（特養）との連携に使用
・⾷事の種類や内容などを相互に把握し、不明点は電話で

確認できるため項目は簡素化
・⾷事形態の選定理由やその経緯、体重変化などは特記

事項に記載
栄養管理報告書（書式A） 4.9 件/月

（令和7年4〜11月の平均）



栄養情報連携の書式A´（独自書式） 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI

・2016〜2019年に使⽤
・食事形態を視覚的に分かりやすく伝えることを目的に

作成
・記入項目を最小限にし、業務負担を軽減
・現在は使⽤しておらず、栄養サマリーの書式へ移⾏

秋津鴻池病院 他医療機関・他施設

栄養情報連携の書式B（栄養サマリー） 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI

・中和保健所のワーキンググループにより作成された様式
・作成に時間を要する
・看護師や言語聴覚士の確認が必要な項目も含まれる
・最近は作成依頼の件数が増加（１件/⽉程度）

栄養サマリー（書式B） 6.3 件/月
（令和7年4〜11月の平均）

秋津鴻池病院 他医療機関・他施設



栄養情報連携の書式C（栄養情報連携料算定） 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI

・栄養情報連携料を算定する際に使⽤
・厚労省の様式例に準拠して作成
・連携料の算定件数は全情報提供数の１割程度

他医療機関・他施設

栄養情報連携料算定（書式C） 1.7 件/月
（令和7年4〜11月の平均）

秋津鴻池病院

秋津鴻池病院の栄養情報連携 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI

栄養管理報告書（書式A） 4.9 件/月
栄養サマリー（書式B） 6.3 件/月

栄養情報連携料算定（書式C） 1.7 件/月
電話（内線電話） 7.3 件/月

栄養情報提供数（令和7年4〜11月の平均）

書面での提供数
合計 12.9件/月

鴻池荘

法人内連携は内線電話
が中心

電話（内線電話） 7.3 件/月
（令和7年4〜11月の平均）秋津鴻池病院



秋津鴻池病院の栄養情報連携 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI

同法⼈内⽼健 から 3.1 件
グループ施設 から 2.1 件
他医療機関 から 1.3 件

他施設 から 0.8  件

栄養情報受け取り数（令和7年4〜11月の平均）

書面での受け取り数
合計 7.3件/月

秋津鴻池病院

医療・介護の栄養情報連携の現場で思うこと 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI
• 医療・介護の制度理解が⼗分に進んでいない（電話連絡に驚かれたことも）
• 算定の有無にかかわらず、栄養情報の発信は続けたい
• 同職種間連携が中⼼、在宅関係職種との連携は弱い
• 義⻭など情報が弱い分野もある（介護施設のほうが詳しい情報もある）
• 介護施設➡医療機関︓情報は急がないが⾷事内容は正確に知りたい

（食事形態アップの目安になるため）
• 医療機関➡介護施設︓情報はできるだけ早めにほしいのでは︖︕
• 顔の⾒える関係づくりがしたい



書面以外（電話）での情報提供の場合 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI
＜書面以外（電話）で情報提供するとき＞
• 相手の栄養士の方をよく知らない（お名前もわからない・・・）
• 忙しい時間帯を避けているつもりだが負担になっていないか不安
• ⼀⽅的に情報を伝えることの不安
＜電話を受けるとき＞
• 忙しい時間帯に電話があると対応が難しいこともある
• 入院予定の病棟や時期を知らない段階で情報を聞き取らないといけない
でも事前に情報をいただけると非常に助かります︕

皆さんのところではどうですか︖︖
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医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAIグループ施設内の顔の⾒える関係構築

2019年撮影

鴻池グループ

ご利用者の

食事内容の共有

研修会の実施

2012年1⽉〜
グループ施設間
「管理栄養⼠

情報交換会」
開始︕

コロナ禍で一時中断
2023年10⽉〜

再開
食事形態や栄養管

理の連携について

の話し合い

2012年1⽉〜
グループ施設間
「管理栄養⼠

情報交換会」
開始︕

コロナ禍で一時中断
2023年10⽉〜

再開

医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAIグループ施設内の顔の⾒える関係構築

2019年撮影

鴻池グループ

ご利用者の

食事内容の共有

研修会の実施

食事形態や栄養管

理の連携について

の話し合い

病院、⽼健、特養と異なる役割を持つ
厨房、設備、⼈員、委託契約、献⽴内容などそれぞれ違う

違いを理解し合い、つながりを強くする

栄養情報連携を支えるネットワークづくりの第一歩



さらに顔の⾒える関係を広げたい︕ 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI
• 近隣施設の栄養⼠がだれなのか分からない

➡距離的には近いのにつながりがない
• 同職種間の研修会に全員は参加できない

➡代表者だけの参加では「顔の⾒える関係」が広がりにくい
• 研修会に参加しない（栄養士会に所属していない）人もいる

➡研修会に頼るだけでいいのか
• 職域を超えて交流したい

➡地域の栄養士同士で集まり、直接つながる場が必要

地域で顔の⾒える関係の構築に向けて 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI
管理栄養⼠交流会 開催までの道のり

2024年10月 グループ施設間「管理栄養⼠情報交換会」拡大版計画を開始
2025年7月 鴻池会 給食委員会にて計画を報告し院内研修棟の使用許可を取得

2025年8月上旬 グループ施設間「管理栄養⼠情報交換会」で11月開催 拡大版の詳細
を決定

2025年8月中旬 御所近隣の8施設へ電話連絡
（お名前の確認、開催の趣旨説明、案内状送付の承諾）

2025年8月下旬 8施設の施設栄養士様宛に案内状と出欠表を送付
➡5施設6名の方から出席の返答をいただく

2025年10月 出席予定者へ最終案内状を送付
2025年11月当日 御所地域の管理栄養⼠交流会を開催︕



地域で顔の⾒える関係の構築に向けて 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI
御所地域の 管理栄養⼠交流会 開催︕

2025年11月14⽇（⾦）15〜16時 場所︓秋津鴻池病院 研修棟

・参加者︓５施設６名+グループ施設を含め 計18名
・内容︓⾃⼰紹介、鴻池会・仁南会の紹介

グループトーク２セッション（席替えあり）
食事内容や栄養情報の連携上の課題、悩みなどを共有

皆さんと広げる栄養情報連携 医療法⼈鴻池会HEALTHCARE CORPORATIONS KOUNOIKE-KAI
• 不⼗分な点もありますが、これからも栄養情報の提供を続けます
• 退院患者全員への提供は難しいため、栄養サマリーが必要な場合はご依頼くだ

さい（ご連絡いただければ確実にお渡しできます）
• 書⾯での栄養情報でわからない点があれば、遠慮なくお電話ください︕
• 介護施設の⽅へ︓再⼊所時栄養連携加算に必要な病院訪問については、事前に
連絡の上、ぜひお越しください︕

• 御所地域の交流会についてもご興味のある⽅はご連絡ください
（次回開催予定︓2026年５⽉）


